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lFa-6　　　 女 子 大 生 の 栄 養摂 取 と生 活 時 間 －か くれ 肥 満 者 の 食 物 選 択 に か か わ る 意 識 －

大妻女大家政　○相川りゑ子、彦坂令子、近藤恵久子、高橋園美。

関根奈々恵、山崎瑞枝、伊藤絢子、八倉巻和子

〔目的〕今まで女子大生の栄養摂取と生活時間について調査を行い、種々の問題点を報告してきた。女子大生は関心事

であるやせ願望を身長･体重の外見から判断することが多い。1998 年より、BMI と体脂肪率からかくれ肥満傾向者を

抽出し、それらの食物摂取と生活時間の検討を行った。今回は、さらに食物摂取における意識について検討したので報

告する。

〔方法〕対象：本学女子大生18 ～22 歳263 名。調査日:2000 年５月。調査項目：食物摂取量調査( 日曜・祭日を除

く連続３日間に摂取した食物を秤量記入方式で記録)、生活時間調査( 食物摂取量調査期間中の１日)、自覚的症状調

査、食物選択時の意識等のアンケート調査。体脂肋率は(株)タニタ製生体インピーダンス式体内脂肪計TBF-401M54

で測定した。

〔結果〕BMI18.5  以上25.0 未満の標準域に入る205 名を対象とし、体脂肪率を用いて３群に分類した。体脂肪率17

以上24% 未満101  名を標準群、24 以上30 ％未満の95 名をかくれ肥満傾向群( Ａ群)、so％以上の９名をかくれ肥満

群(Ｂ 群)とし､こ れらについて検討した｡栄養素等摂取量では､標準群､Ａ群､Ｂ群の順にエネルギーが1555 ±269kcal、

1608±277kcal、1686 ±156kcal、たんぱく質59.6 ±12.9g、57.2±12. lg、56.8±15.0g であった。脂質エネルギー比

率は28.6 ％、28.5% 、29.6% で、かくれ肥満群がやや多いものの、いずれも25 ％を超えていた。食物摂取状況では、

A-  B 群は標準群に比べて穀類が少なく、菓子類が多い傾向であった。食物選択において、Ａ群はストレス発散のため

に食べ、エネルギーの低いもの、お金のかからないものを好み、とりわけＢ 群は、口当たりのよいもの、味より価格

の安いものを好み、見た目や高級なものに関心が低い傾向が伺われた。
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目的： 現代 の

若年女性に対する食生活を中心とした
生活習慣改善指導の効果に関する検討
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等生活習慣の乱れは、身体への様々な悪影響が懸念される。

しかし、若年者を対象とした改善指導はあまり行われていない。そこで本研究では、若
年女性の食習慣を含む生活習慣の実態とその意識を調査し、それに基づく食生活等改善
指導を実施し、指導が対象者の生活にどのような変化をもたらすか解析するとともに、

若年者に対する指導の問題点等を検討した。
方法:18 ～20歳の女性189 人を対象に留め置き法および聞き取り法による食事記録と同日

の生活時間記録､食習慣等アンケートを実施した。これら結果に基づき改善指導を集団お
よび個別に行い、半年後に、指導内容の定着および実生活の変化に関する調査を行った。
結果：対象者｡の栄養素等充足状況の平均はエネルギー、カルシウム、鉄、食物繊維で顕著
に不足していた。一方、脂肪摂取は過剰であった。また対象者全員が生活活動強度Ｉであ

った。｢食事バランスの意識｣ 。｢身体活動意識｣では｢ほとんど心かけていない｣/｢全く心か
けていない｣者が多く、若年者の健康への意識の低さが示された。対象者への指導半年後の
調査結果では、生活意識が以前より改善されたと答えた者は半数以上いたが、具体的な行

動は｢実践している｣1  ％、｢心がけている｣約18％と少なく、指導後、食生活等が改善され
たように感じているものの、行動は伴っていない傾向が示された。一方､｢指導内容は将来
の生活で役立つと思う｣約50 ％、｢同じような機会があったら参加したい｣約60 ％と将来へ
の関心は高かった。以上より、若年者への指導は自己を知り健康や食生活に興味を持たせ

るという点では有用であるか、今の生活から、生活を改善する必要性があることをどのよ
うに伝え、行動をどう変容させるかが今後の課題であると考えられた。
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